
この本を持って、

近くの公園に

おでかけしません？

こ
さ
ぎ

区内で会える野生の鳥たち



足立区では、年間を通して約70種類もの野鳥を観察

することができます。

いつも散歩しているあの道も、何気なく通り過ぎて

いるあの公園も、実は野鳥たちの憩いの場所かもし

れません。

はじめに

2

あだちく

さんぽ

こうえん じつ

みち なにげ とお す

ねんかん とお やく しゅるい やちょう かんさつ

やちょう いこ ばしょ

この冊子を持って、

足立区内の野鳥を探しに、さあ出かけましょう!

さっし

あだちくない やちょう さが で

も



４

5

6

8

12

13

29

野鳥と他の生物との関わり

あだちの野鳥のために

守ろう!  観察マナー

減りつつある あだちの野鳥

区内のバードウォッチングポイント

バードウォッチングの基本

あだちで見られる野鳥

さくいん　

もくじ

3

くない

み やちょう

やちょう

やちょう

やちょうへ

かんさつまも

ほか せいぶつ かか

きほん
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みなさんは「食物連鎖」という言葉を知っていますか？

一口に野鳥といっても、その生態は様々。野鳥は、その

種類によって捕食者にも被食者にもなるのです。

野鳥は他の動物や植物と、繋がりあって生きています。

野鳥と他の生物との関わり

大型鳥類

小型鳥類

両生類

昆虫

植物

微生物

肉などを

食べる

土に含まれる

栄養素を

食べる

つち ふく

にく

むし さかな

た

むし しょくぶつ

た

た

えいようそ

た

虫や植物

などを

食べる

水や光

で育つ

虫や魚

などを

食べる

みず ひかり

そだ

やちょう ほか せいぶつ かか

しょくもつれんさ

ひとくち

しゅるい

やちょう ほか どうぶつ しょくぶつ つな い

おおがたちょうるい

こがたちょうるい

しょくぶつ

びせいぶつ

りょうせいるい

こんちゅう

ほしょくしゃ ひしょくしゃ

やちょう せいたい さまざま やちょう

ことば し

野
鳥
と
他
の

生
物
と
の
関
わ
り
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野鳥と人間が WIN2(ウィンウィン) な関係であるために、

観察する際は自分本位ではなく、次のルールを守って観察

しましょう。

あだちの野鳥のために

守ろう ! 観察マナー

餌付けをしない

「近づいてみたい」、「いい写真が

撮りたい」などの理由で、過度に

餌付けをする行為はやめましょ

う。餌付けによって、自分で餌が

取れなくなる個体もいます。

鳥との

距離を保とう

適切な距離は鳥によって異なり

ますが、鳥が逃げたらストレス

を与えている証拠です。

撮影・観察するために近づき過

ぎないようにしましょう。

繁殖期には

巣に近づかない

特に抱卵や給餌の時期は巣に近づ

きすぎてはいけません。親鳥が危

険を察知して巣を放棄してしまう

可能性があります。

幼鳥に給餌するツミ

やちょう

かんさつまも

やちょう

じぶんほんい つぎ まもかんさつ さい

ちか

ほうらん

ようちょう

チョウゲンボウの幼鳥
ようちょうきゅうじ

とく

おやどり き

けん さっち す

きゅうじ

ほうき

かのうせい

おやどり

おやどり ようちょう えさ あた

たまご あたただ

じき す ちか

えづ こうい

りゆう かど

えづ じぶん

こたい

えさ

と

しゃしん てきせつ

とり に

あた しょうこ

さつえい かんさつ ちか す

きょり とり こと

と

かんさつ

にんげん

え

とり

はん

づ

しょくき

す ちか

きょり たも

かんけい

観
察
マ
ナ
ー

※1

※1

※2

※2

親鳥が卵を抱き温めること

親鳥が幼鳥に餌を与えること
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減
り
つ
つ
あ
る

あ
だ
ち
の
野
鳥

減りつつある あだちの野鳥
へ やちょう

足立区では、平成４年度から区内を40のブロックに分けて

種数・個体数等を調査する「足立区野鳥生息調査」を継続

して実施しています。

あだちく くない わねんど

やちょう けいぞく

へいせい

じっし

しゅすう こたいすうとう ちょうさ あだちく せいそく ちょうさ

足立区野鳥生息調査は約 40人の「野鳥モニター」

のご協力により実施しています。

H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20H21H22H23H24H25H26H27H28H29H30R1
10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

62

64

66

68

70

72

74

76

78

確認種数 ( 種 ) 確認個体数 ( 羽 )

46,911

36,776

51,557

55,212

54,091

50,794
46,997

47,472

43,141
39,492

41,513

36,862 37,192

38,211
36,847 35,471

32,027

24,596

38,584

・区内担当地域で野鳥の生息調査をするボランティア。

・年間６回（奇数月）調査を行う。

・欠員が生じた場合（原則として年度末）「あだち広報」や

　区のホームページで募集する。

野鳥モニターとは？

しゅすう

になあだちくやちょうせいそく ちょうさ やちょう

あだちくやちょうせいそくちょうさ やく

じっし

にん やちょう

くないたんとうちいき

ねんかい

けついん

く ぼしゅう

げんそく ねんどまつ こうほうしょう ばあい

かい きすうつき ちょうさ おこな

やちょう せいそくちょうさ

やちょう

きょうりょく

よこ こたいすう げんしょうけいこう あだちくやちょうせいそくちょうさ

平成13年度と平成30年度を比較すると確認個体数が約 42％減少して

います。

へいせい へいせいねんど ねんど ひかく かくにんこたいすう やく げんしょう

■足立区野鳥生息調査を担う、「野鳥モニター」になろう

■種数はほぼ横ばいも個体数は減少傾向（足立区野鳥生息調査より）。

ピーク時から

42%減 !

じ

げん

71

66

68

74

76 76 76
75

77

75

75 75

71 71

7373

73

68

69 69

参考値：調査回数短縮のため
さんこうち ちょうさかいすうたんしゅく

※1

※1

46,946
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日頃の生活で次のようなことを心がけ、足立区の野鳥を

守っていきましょう。

ペットは最後まで

責任を持って飼おう

鳥に限らず、どんなペットでも

最 後 ま で 責 任 を も っ て 飼 い ま

しょう。むやみにペットを野生

に放つと、生態系のバランスを崩

してしまう恐れがあります。

足立区を野鳥の

住みやすい街にしよう

庭やベランダのちょっとしたス

ペースに、花や木、水草などを

育てることで、鳥の食べものを

増やすことができます。

地球にやさしい

買い物をしよう

環境に配慮した商品を選ぶこと

も、地球の環境を守ること、野鳥

を守ることに繋がります。左右の

マークも、商品を選ぶ際の目印に

なります。▲森林や生態系などの保

全など、厳しい基準を満

たした農園にのみ与えら

れる「レインフォレスト・

アライアンス認証マーク」

▲適切に管理された森

林の木材から製品がつ

くられていることを示

す「ＦＳＣマーク」

とり かぎ にわ

はな

そだ

ふ

とり た

みずくさきさいご せきにん

やせい

はな せいたいけい くず

おそ

まも

まも

しんりん てきせつ かんり しん

りん もくざい せいひん

しめ

ぜん きび きじゅん み

のうえん あた

にんしょう

せいたいけい ほ

つな さゆう

しょうひん めじるしえら さい

やちょう

しょうひん

ちきゅう かんきょう

えらかんきょう はいりょ

か

さいご だちく やちょう

す まち

あ

きゅう

か もの

ち

せきにん も か

ひごろ せいかつ つぎ やちょう

まも

あだちく

減
り
つ
つ
あ
る

あ
だ
ち
の
野
鳥

やちょう

■あだちの野鳥のために、あなたにもできる、　こんなこと
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区内には多くの公園があり、様々な野鳥を観察することができます。

その中から、代表的な公園をご紹介します。

小鳥 猛禽類 サギ カモ
街中 池沼 小川・河川 樹林 草地

バードウォッチングポイント区内
の

くない こうえん さまざま やちょう かんさつおお

なか こうえん しょうかいだいひょうてき

舎人公園（舎人公園、西伊興町ほか）

一年を通じて区内で、1番多くの野鳥

が観察できる。時によっては1日30

種以上を確認できることも。観察しや

すい「バードサンクチュアリ」もある。

まちなか ちしょう おがわ かせん じゅりん くさち

ことり もうきんるい

かんりゃくず

ポイントの特徴 観察できる主な野鳥

1

1

とねりこうえん とねりこうえん

くない

くない ばんおお やちょう

とき

しゅいじょう

にちかんさつ

かくにん かんさつ

つういちねん

ばん かんさつ

にしいこうちょう

くな
い

区内1番の観察スポット

212

1

3

5

6

9

4
13

10

11

7

8

見沼代親水公園見沼代親水公園

舎人舎人

舎人公園舎人公園

竹ノ塚竹ノ塚

西新井西新井

梅島梅島

五反野五反野

青井青井

六町六町

北綾瀬北綾瀬

亀有亀有

綾瀬綾瀬
小菅小菅

北千住北千住

千住大橋千住大橋
牛田牛田

堀切堀切京成関屋京成関屋

大師前大師前

谷在家谷在家

西新井大師西西新井大師西

江北江北

高野高野

扇大橋扇大橋

足立小台足立小台

至 日暮里至 日暮里

環状七号線環状七号線

常磐線常磐線

至 草加至 草加

日
暮
里
・
舎
人
ラ
イ
ナ
ー

日
暮
里
・
舎
人
ラ
イ
ナ
ー

国
道
四
号
線

国
道
四
号
線

東
武
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
ラ
イ
ン

東
武
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
ラ
イ
ン

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス 千

代
田
線

千
代
田
線

至 松戸至 松戸

至 上野至 上野

京成線京成線

区
内
の
バ
ー
ド

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト

簡略図



夏期を中心にダイサギやアオサ

ギなどが観察できる。園内で栽培

した無農薬野菜を使うレストラン

や四季折々の花も魅力。

多種、多数の樹木があり、秋に

はたくさんのドングリを実らせ

る。森を散歩しながらコゲラな

どの野鳥に出会える。

神明六木遊歩道（六木三丁目52 から神明一丁目12）3

佐野いこいの森緑地（佐野一丁目31番11号）4

都市農業公園（鹿浜二丁目44番1号）5

桑袋ビオトープ公園（花畑八丁目 2 番 2 号 ）

生きものが集まるハス田、浮島

を備えたビオトープを整備。

自然解説員も常駐している。

双眼鏡の貸し出しもある。

2
くわぶくろ

しんめいむつぎゆうほどう

さの さの いっちょうめ ばん ごうもりりょくち

にちょうめしかはま ばん ごうとしのうぎょうこうえん

むつぎ さんちょうめ しんめい いっちょうめ

こうえん

い

い あつ 　だ うきしま

そな

じょうちゅう

せいび

しぜん かいせついん

そうがんきょう か だ

はなはた はっちょうめ ばん ごう

生きもののオアシス

江戸時代に植えられたケヤキ

やスダジイなど多くの樹木が

並ぶ垳川沿いの遊歩道。夏に

はセミの羽化の観察もできる。

こぼく ひび とり

えどじだい

とり ひと

やちょうかんさつ

いこ もり

たしゅ

かき ちゅうしん

かんさつ さいばい

つかやさいむのうやく

みりょくはなしきおりおり

えんない

もり さんぽ

やちょう であ

あき

みの

たすう じゅもく

う

おお じゅもく

がけがわぞなら

うか かんさつ

ゆうほどう なつ

古木に響く鳥のさえずり

鳥と人との「憩いの森」

野鳥観察だけじゃない

9

区
内
の
バ
ー
ド

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト



生物園が併設されている公園。

サクラやメタセコイアをはじめ

とした多くの樹木が楽しめる。

池にはカルガモの姿も。

荒川や河川敷の生き物について学

べるだけでなく、体験イベント

も実施。バードウォッチングデ

ビューにはおすすめのスポット。

草地やワンド、干潟などが多様

な生き物を育んでいる。

オオヨシキリや、ときにはハヤ

ブサなども観察できる。

池や湿地、草地といった多様な

環境で、さまざまな生き物を観

察できる河川敷の広場。木道も

整備されている。

新田わくわく♥水辺広場 ( 新田二丁目・三丁目地先 )6

千住新橋緑地わんど広場 ( 足立一丁目・二丁目地先 )7

荒川ビジターセンター ( 千住五丁目13番5号 )8

元渕江公園 ( 保木間二丁目17番1号）【生物園】9

しんでん みずべひろば しんでん にちょうめ さんちょうめ ちさき

もくどう しぜん ふ

いけ しっち くさち たよう

かんきょう 　い

かせんじきさつ

もの かん

ひろば もくどう

せいび

せんじゅしんばしりょくち ひろば あだち いっちょうめ にちょうめ ちさき

とき

ひがた たようくさち

はぐくものい

かんさつ

あらかわ せんじゅ ごちょうめ ばん ごう

い もの かんさつ

かせんじきあらかわ い まなもの

じっし

たいけん

ほきま にちょうめ ばん ごう せいぶつえんもとふちえこうえん

せいぶつえん こうえん

せいぶつえん へいせつ こうえん

じゅもく

いけ

おお たの

すがた

木道から自然に触れあえる

時にはハヤブサも！

生き物観察するならまずここ

「生物園」のある公園

区
内
の
バ
ー
ド

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト

10



しょうぶ沼公園 ( 谷中二丁目4番1 号 )10

東綾瀬公園 (東綾瀬一・二・三丁目、綾瀬三・五・六丁目、谷中一丁目 )11

見沼代親水公園 (舎人四丁目5番から古千谷本町四丁目8番)12

葛西用水親水水路 (六木三丁目38番から中川四丁目1番まで)13

5つの菖蒲田には約 140 品種

8,100 株のハナショウブが。

園内のせせらぎにはカルガモ・

オナガガモの姿が見られることも。

6月に「しょうぶまつり」開催

公園西側の散歩道沿いに、か

つての農業用水を活かしたせ

せらぎが流れている。豊富な

植物や、野鳥を観察できる。

街ナカ観察スポット

水辺に集う生き物や四季折々の

花を楽しみながら、散策できる。

春から夏に、カルガモの親子が

見られることもある。

カモの親子がすぐそばに

江戸時代に農耕地の灌漑用につ

くられた用水路。ゆったりとし

た流水環境に小魚が育ち、魚を

捕食する鳥の姿が見られる。

水が育む野鳥のごちそう

にちょうめやなかぬまこうえん ごうばん

がつ かいさい

やく ひんしゅしょうぶだ

かぶ

えんない

すがた み

ひがしあやせこうえん

みぬまだいしんすいこうえん

かさいようすいしんすいすいろ

とねり よんちょうめ ばん こぢやほんちょう よんちょうめ ばん

ひがしあやせいち に さんちょうめ あやせ さん ご ろくちょうめ やなか いっちょうめ

かんさつまち

こうえんにしがわ さんぽみち ぞ

のうぎょうようすい い

なが ほうふ

かんさつやちょうしょくぶつ

おやこ

しきおりおりものいつどみずべ

さんさくたのはな

おやこなつはる

み

むつぎ さんちょうめ ばん なかがわ よんちょうめ ばん

はぐく やちょうみず

かんがいようのうこうちえどじだい

ようすいろ

こざかな そだりゅうすいかんきょう

とり すがた みほしょく

さかな

11
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内
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ヒドリガモ

カラスと同じくらい

オスは黄色みがかった額と茶色の頭、

胴体は灰色。メスの体は他のカモの

メスよりも赤っぽい。

全長約49cm

冬

きいろ

どうたい はいいろ

あか

からだ ほか

ひたい ちゃいろ あたま

おな

「あだちで見られる野鳥」の見方 ( 凡例 )

「ものさし鳥」を覚えよう

スズメ
（約14.5cm）

ムクドリ
（約24cm）

ハト
（約33 cm）

カラス
( 約50 cm)

種名

写真 ものさし鳥で

見た大きさ

この鳥が好む場所

主に見られる季節

大きさ

（平均的な成鳥）

特徴

やく やく やく

しゃしん

しゅめい

どり

み

とり この

み きせつおも

おお

へいきんてき せいちょう

とくちょう

ばしょ

おお

やく

野鳥を大きさで見分ける際に基準となる鳥を「ものさし鳥」と

いいます。野鳥観察にとても役立ちます。

やちょう

やちょう かんさつ やくだ

おお みわ さい とり どりきじゅん

バ
ー
ド

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
の
基
本

長袖

長ズボン

ながそで

なが

持ち物

倍率 8~10 倍、口径 20 ～

40ミリがおすすめ

も もの

両手が
あくように
リュック

りょうて

ばいりつ こうけいばい

双眼鏡

(あればもっと楽しい! )

そうがんきょう

たの

本冊子

「あだちの野鳥」

ほんさっし

やちょう

時間帯

鳥がよく動き、さえずりがよ

く聞こえる早朝がおすすめ

とり

じかんたい

き そうちょう

うご

注意点

観察マナー(P5参照)を守ろう

ちゅういてん

かんさつ さんしょう まも

日本鳥類目録順に
紹介しています。

バードウォッチングの基本
きほん

このアイコンがあるバード

ウォッチングポイントを

P8～11 でチェック!

どり

み やちょう みかた はんれい

おぼ

しせつ か だ

P9　 の施設では貸し出しも

しています

12
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★カモの仲間は、冬は一般的にオスが派手な色でメスは地味な褐色です。

ヒドリガモ

カラスと同じくらい

オスは黄色みがかった額と茶色の頭、

胴体は灰色。メスの体は他のカモの

メスよりも赤っぽい。

全長約49cm

冬

マガモ
冬

カルガモ 通年

ハシビロガモ 冬

カモ科

きいろ

どうたい はいいろ

あか

からだ ほか

ひたい ちゃいろ あたま

おな

カラスと同じくらい

オスは頭が緑色で、白い首輪がある。

メスは全体的に褐色。「グェッグェッ」

と鳴く。

全長約59cm

ぜんたいてき かっしょく

な

しろ くびわあたま みどりいろ

おな

カラスと同じくらい

カモの仲間では珍しく、オス・メス

ともに同じ色。一年中見ることがで

きる。「グェッグェッ」と鳴く。

全長約61cm

おな いろ いちねんじゅう み

な

なかま めずら

おな

カラスと同じくらい

オスは頭が光沢のある緑色で、メス

は体が明るめの褐色。嘴がスコップ

のような形をしている。

全長約51cm

からだ あか かっしょく くちばし

かたち

あたま こうたく みどりいろ

おな

なかま ふゆ じみ かっしょくいっぱんてき はで いろ

カ
モ
科

あ
だ
ち
で

見
ら
れ
る
野
鳥

13



オナガガモ
冬

コガモ
冬

ホシハジロ
冬

キンクロハジロ
冬

カモ科

カラスより少し小さい（尾羽を含めない場合）

オスは頭が黒褐色、胸は白色。メス

は全体的に茶色で細かい模様がある。

名前のとおり、長い尾が特徴。

全長約75cm

あたま こっかっしょく

ちゃいろぜんたいてき こま

なまえ なが とくちょうお

もよう

むね しろいろ

すこ ちい

ハトと同じくらい

オスは頭が茶色で目のまわりが緑色。

メスは全体が褐色で細かい模様。

他のカモと比較すると小さい。

全長約38cm

かっしょくぜんたい こま もよう

ほか ひかく ちい

め みどりいろあたま ちゃいろ

おな

カラスと同じくらい

オスは頭が赤茶色で、胸が黒色。メス

は頭部から首と胸が褐色で、喉は淡

い褐色。

全長約48cm

とうぶ くび むね かっしょく のど あわ

かっしょく

あたま あかちゃいろ むね くろいろ

おな

ハトより大きい

オスは脇と腹が白く、その他は黒色。

後頭に垂れ下がった冠羽※がある。

メスは全体が黒褐色。

全長約44cm

こうとう た さ かんう

ぜんたい こっかっしょく

わき はら しろ くろいろほか

おお

かんう とり あたま しゅうい なが うもう

※冠羽…鳥の頭の、周囲より長い羽毛

カ
モ
科

あ
だ
ち
で

見
ら
れ
る
野
鳥
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カイツブリ科、ハト科、ウ科

カイツブリ

カンムリカイツブリ 冬

キジバト

カワウ

通年

通年

ムクドリと同じくらい

オス、メス同色。夏は顔から頭頂、後

頸が黒く、頬から首横は赤褐色。冬は

夏より淡い色になる。

全長約26cm

どうしょく

けい くろ

あわ いろなつ

ふゆほほ くびよこ せきかっしょく

かおなつ とうちょう こう

おな

カラスと同じくらい

オス、メス同色。夏は額から頭頂が黒

い。顔の後方に黒と赤褐色の飾り羽。

冬は顔の飾り羽がなく、冠羽も短い。

全長約56cm

かお こうほう くろ せきかっしょく かざ ばね

ふゆ かお かざ ばね かんう みじか

なつ ひたい とうちょう くろどうしょく

おな

オス、メス同色

成鳥は頭部から背、胸からの体の下面

はブドウ色を帯びた灰褐色。幼鳥は

全体に褐色。

全長約33cm

いろ お はいかっしょく ようちょう

ぜんたい かっしょく

せいちょう せ むね からだ かめんとうぶ

どうしょく

カラスより大きい

オス、メス同色。全体に黒色で、背や

雨覆は光沢のある茶褐色。嘴は白く

口角は黄色。

全長約81cm

あまおおい こうたく ちゃかっしょく くちばし しろ

こうかく きいろ

どうしょく ぜんたい くろいろ せ

おお

カ
イ
ツ
ブ
リ
科

ハ
ト
科
・
ウ
科

あ
だ
ち
で

見
ら
れ
る
野
鳥

15
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通年

サギ科

ゴイサギ

アオサギ

ダイサギ 冬

コサギ

カラスと同じくらい

オス、メス同色。頭頂から背、肩羽は

紺色で、後頭には白く細長い飾り羽が

2本ある。

全長約58cm

どうしょく

こんいろ

ほん

ばねかざこうとう ほそながしろ

とうちょう せ かたばね

おな

カラスより大きい

オス、メス同色。額から頭頂と顔か

ら前首は白く、目の上から後頭に黒

線があり、後頭に長い冠羽がある。

全長約93cm

まえくび しろ め うえ こうとう こく

せん こうとう なが かんう

ひたい とうちょう かおどうしょく

おお

カラスより大きい

オス、メス同色。全身純白。夏は嘴が

黒く、胸や背に長い飾り羽。冬は嘴が

黄色くなり、眼先も黄緑色になる。

全長約89cm

くろ むね せ なが かざ ばね ふゆ くちばし

きいろ めさき きみどりいろ

どうしょく なつ くちばし

くちばし

ぜんしんじゅんぱく

おお

カラスより大きい

オス、メス同色。全身が白く、1年中嘴

が黒い。夏は後頭に長い冠羽が2本あ

るが、冬は冠羽がなくなる。

全長約61cm

くろ なつ こうとう なが かんう ほん

ふゆ かんう

どうしょく ぜんしん しろ ねんじゅう

おお

サ
ギ
科

あ
だ
ち
で

見
ら
れ
る
野
鳥

通年

通年
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クイナ科・チドリ科

バン

オオバン 冬

コチドリ 夏

メダイチドリ 秋春

ハトと同じくらい

オス、メス同色。頭から体の下の部分

は黒色で、やや灰色みがある。上の部

分は緑褐色で、脇には白い斑点がある。

全長約32cm

どうしょく

くろいろ

ぶん わき しろ はんてんりょくかっしょく

ぶうえはいいろ

あたま からだ した ぶぶん

おな

ハトより大きい

オス、メス同色。頭から体にかけて灰

黒色で、嘴と額は白色。「キョン」

「ピィッ」などと鳴く。

全長約39cm

こくしょく くちばし ひたい しろいろ

な

あたま からだ かいどうしょく

おお

スズメと同じくらい

オス、メスほぼ同色。オスは夏は目のま

わりの黄色いリングが目立つ。嘴は黒

く、足は黄色。冬は全体に褐色になる。

全長約16cm

きいろ めだ くちばし くろ

あし きいろ ぜんたいふゆ かっしょく

どうしょく なつ め

おな

スズメより大きい

オス、メスほぼ同色。夏は頭と胸が

橙赤褐色で、冬はその部分が淡褐色

になる。メスはオスに比べ色が淡い。

全長約19cm

とうせきかっしょく ふゆ ぶぶん たんかっしょく

くら いろ あわ

どうしょく なつ あたま むね

おお

ク
イ
ナ
科

チ
ド
リ
科

あ
だ
ち
で

見
ら
れ
る
野
鳥

通年
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シギ科・カモメ科

タシギ 冬

チュウシャクシギ

イソシギ 通年

ユリカモメ 冬

ハトと同じくらい

オス、メス同色。嘴が長く、背中の模

様が枯草に似ている。泥の上や浅い

水中で、嘴を垂直にさしこみ餌を探す。

全長約27cm

どうしょく

よう

すいちゅう くちばし すいちょく えさ さが

あさうえどろかれくさ に

くちばし なが せなか も

おな

ハトより大きい

オス、メス同色。下に湾曲した嘴を持ち、

頭中央に淡い色の線がある。泥の上や

浅い水中を活発に歩き、餌を探す。

全長約42cm

あたまちゅうおう あわ いろ せん どろ うえ

あさ すいちゅう さがかっぱつ ある えさ

した わんきょく くちばし もどうしょく

おお

スズメより大きい

オス、メス同色。尾をよく振る。

夏は上面が暗い緑褐色で、冬は羽縁

が白っぽくなる。

全長約20cm

なつ じょうめん くら りょくかっしょく ふゆ うえん

しろ

どうしょく ふお

おお

ハトより大きい

オス、メス同色。嘴は細く足は長めで、

赤い。冬は頭から体の下まで白く、

夏は頭が頭巾状に濃い焦げ茶色になる。

全長約40cm

あか ふゆ あたま からだ した しろ

あたまなつ ずきんじょう こ こ ちゃいろ

どうしょく くちばし ほそ あし

おお

秋春

なが

シ
ギ
科

カ
モ
メ
科

あ
だ
ち
で

見
ら
れ
る
野
鳥
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カモメ科

ウミネコ 冬

カモメ 冬

セグロカモメ 冬

オオセグロカモメ 冬

カラスと同じくらい

オス、メス同色。尾の先に黒い帯が

ある。夏は頭から体の下面が白く、

冬は頭に灰褐色の斑がある。

全長約47cm

どうしょく

なつ あたま

ふゆ はいかっしょく まだらあたま

しろかめんからだ

お さき くろ おび

おな

カラスと同じくらい

オス、メス同色。頭が丸く、嘴は小

さい。嘴と足は黄色く、夏は頭が白

くなる。

全長約45cm

くちばし あし きいろ なつ あたま しろ

あたま まる くちばし ちいどうしょく

おな

カラスより大きい

オス、メス同色。冬は頭から胸に灰

褐色の点々がたくさんあり、体の下

は白い。夏は頭から胸が白くなる。

全長約61cm

かっしょく てんてん からだ した

しろ なつ あたま むね しろ

どうしょく むねふゆ あたま はい

おお

カラスより大きい

オス、メス同色。セグロカモメに似てい

るが、成鳥の上面は濃い灰色。冬は頭

から胸に灰色の斑がある。

全長約64cm

せいちょう じょうめん はいいろこ ふゆ あたま

はいいろ まだらむね

どうしょく に

おお

カ
モ
メ
科

あ
だ
ち
で

見
ら
れ
る
野
鳥
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カモメ科・タカ科

コアジサシ 夏

トビ

ツミ

オオタカ

通年

通年

通年

ムクドリと同じくらい

オス、メス同色。額は白く、頭から首

の後ろ、目の横の線が黒い。嘴は細く、

頭頂部はやや扁平。

全長約28cm

どうしょく

うし

とうちょうぶ へんぺい

ほそくちばしめ よこ くろせん

ひたい しろ あたま くび

おな

カラスより大きい

オス、メス同色。Ｍ形に切れ込んだ尾

を持つ。成鳥は全体に茶褐色で、淡

褐色の斑がある。

全長約59cm

も せいちょう ぜんたい ちゃかっしょく たん

かっしょく まだら

えむがた き こ おどうしょく

おお

ハトと同じくらい

オスは額から体の上面が暗い青灰色

で、顎より下の体は白く、淡い橙色。

斑がないものとあるものがいる。

全長約30cm

したあご からだ しろ あわ だいだいいろ

まだら

からだひたい あおはいいろくらじょうめん

おな

カラスと同じくらい

オス、メスほぼ同色。頭の上から体の

上面は暗い青灰色で、足は黄色。

全長約50cm

じょうめん くら

くない かんさつ とねりこうえん

あおはいいろ きいろあし

どうしょく あたま うえ からだ

おな

区内での観察は舎人公園がおすすめ !

カ
モ
メ
科

タ
カ
科

あ
だ
ち
で

見
ら
れ
る
野
鳥
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カワセミ科、キツツキ科、ハヤブサ科、モズ科

カワセミ 通年

コゲラ

チョウゲンボウ 通年

モズ 通年

通年

スズメと同じくらい

オス、メスほぼ同色。頭から体の上面

にかけて鮮やかな青緑色で、胸から

下は橙色。嘴が大きい。

全長約17cm

どうしょく

あざ

した くちばし おおだいだいいろ

むねあおみどりいろ

あたま からだ じょうめん

おな

スズメと同じくらい

オス、メスほぼ同色。額から体の上面

は茶褐色で、翼はやや濃い褐色。オ

スの後頭の両脇には、赤い斑がある。

全長約15cm

ちゃかっしょく つばさ こ かっしょく

あか まだらこうとう りょうわき

ひたい からだ じょうめんどうしょく

おな

ハトより大きい

オスは頭と尾の上面が青灰色で、メス

は頭頂から体の上面は淡褐色。ひら

ひら飛び、よく低空飛翔をする。

全長約33cm

とうちょう からだ じょうめん たんかっしょく

と ていくう ひしょう

じょうめんおあたま あおはいいろ

おお

スズメより大きい

オスは額から後首にかけて茶褐色で、

体の上面は青灰色。メスは体の上面

が褐色。

全長約20cm

からだ あおはいいろじょうめん じょうめんからだ

かっしょく

うしろくびひたい

おお

ちゃかっしょく

カ
ワ
セ
ミ
科
・
キ
ツ
ツ
キ
科

ハ
ヤ
ブ
サ
科
・
モ
ズ
科

あ
だ
ち
で

見
ら
れ
る
野
鳥
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カラス科、シジュウカラ科

オナガ

ハシボソガラス

ハシブトガラス

シジュウカラ

通年

通年

ムクドリより大きい

オス、メス同色。頭が黒く、翼と尾

が青灰色で、尾が長い。「ゲェーイ

ゲェーイ」「ギュイギュイ」と鳴く。

全長約36cm

どうしょく

あおはいいろ

な

ながお

あたま くろ つばさ お

おお

オス、メス同色。

全身が黒色で、青紫色の光沢がある。

ハシブトガラスよりも小さく、嘴は

細め。

全長約50cm

ちい くちばし

ほそ

あおむらさきいろ こうたくぜんしん くろいろ

あおむらさきいろ こうたくぜんしん くろいろ

どうしょく

オス、メス同色。

全身が黒色で、青紫色の光沢がある。

ハシボソガラスよりも大きく、嘴は

太く大きく湾曲している。

全長約56cm

おお くちばし

ふと わんきょくおお

どうしょく

スズメと同じくらい

オス、メス同色。黒い頭と白い頬。

胸から腹にかけて、ネクタイをしめ

ているような黒い模様がある。

全長約14cm

むね はら

くろ もよう

どうしょく くろ あたま しろ

おな

ほほ

通年

通年

カ
ラ
ス
科

シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ
科

あ
だ
ち
で

見
ら
れ
る
野
鳥
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ヒバリ科、ツバメ科、ヒヨドリ科

ヒバリ

ツバメ
夏

イワツバメ
夏

ヒヨドリ
通年

通年

スズメと同じくらい

オス、メス同色。頭に冠のような羽

がある。頭から体の上面は茶褐色で、

黒褐色の斑がある。

全長約17cm

どうしょく

あたま

まだらこっかっしょく

ちゃかっしょくじょうめんからだ

あたま かんむり はね

おな

スズメと同じくらい

オス、メスほぼ同色。額と喉が赤い。

頭の上から体の上面は紺色から黒色。

体の下面は白または淡褐色。

全長約17cm

あたま

からだ

うえ からだ じょうめん こんいろ くろいろ

かめん しろ たんかっしょく

ひたい のど あかどうしょく

おな

スズメと同じくらい

オス、メス同色。額から体の上面は

紺色の光沢の混ざった黒色。顎から下

は足まで白い羽毛におおわれている。

全長約14cm

こんいろ こうたく くろいろ あごま した

しろあし うもう

どうしょく じょうめんひたい からだ

おな

ハトより小さい。

オス、メス同色。全身が灰褐色で、額

から首の後ろはボサボサしている。

「ピーヨピーヨ」と甲高い声で鳴く。

全長約27cm

くび うし

こえ なかんだか

どうしょく ぜんしん はいかっしょく ひたい

ちい

ヒ
バ
リ
科
・
ツ
バ
メ
科

ヒ
ヨ
ド
リ
科

あ
だ
ち
で

見
ら
れ
る
野
鳥
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ウグイス科、メジロ科、ヨシキリ科、セッカ科

ウグイス

メジロ

オオヨシキリ 夏

セッカ

通年

通年

通年

スズメと同じくらい

オス、メス同色。額から体の上面は

緑灰褐色。春は「ホーホケキョ」、冬

は「チャッチャッ」と鳴く。

全長約16cm

どうしょく

りょくはいかっしょく

な

ふゆはる

ひたい からだ じょうめん

おな

スズメより小さい。

オス、メス同色。額から体の上面は

黄緑色で、顎から喉、尻から下は黄色。

目のまわりが白い。

全長約12cm

きみどりいろ あご のど しり した きいろ

め しろ

ひたい からだ じょうめんどうしょく

ちい

スズメと同じくらい

オス、メス同色。上面は灰褐色で、

下面は淡い褐色。嘴は黒褐色で長め。

ヨシの生えた湿地を好む。

全長約18cm

かめん あわ かっしょく くちばし こっかっしょく なが

は しっち この

どうしょく はいかっしょくじょうめん

おな

スズメより小さい。

オス、メスほぼ同色。「ヒッヒッヒッ」

と鳴きながら上昇し、「チャッチャ、

チャッチャ」と鳴きながら下降する。

全長約12cm

な じょうしょう

な かこう

どうしょく

ちい

ウ
グ
イ
ス
科
・
メ
ジ
ロ
科

ヨ
シ
キ
リ
科
・
セ
ッ
カ
科

あ
だ
ち
で

見
ら
れ
る
野
鳥
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ムクドリ科、ヒタキ科

ムクドリ

シロハラ 冬

ツグミ 冬

ジョウビタキ 冬

通年

オス、メスほぼ同色。

オスは頭から胸が黒褐色で、メスよ

りも黒味が強い。橙色の嘴と白い頬

が目立つ。

全長約24cm

むね

くろみ

めだ

ほほしろだいだいいろ くちばしつよ

こっかっしょくあたま

どうしょく

ムクドリと同じくらい

オス、メスほぼ同色。オスは頭が暗い

灰褐色で、背以下の上面、腹から脇は

灰色または灰褐色。

全長約24cm

はいかっしょく せ　   いか じょうめん はら わき

はいかっしょくはいいろ

あたま くらどうしょく

おな

ムクドリと同じくらい

オス、メスほぼ同色。目の上の白い

筋模様が目立つ。翼を下げ、胸を反

らせて地面に立つ。

全長約24cm

めだすじもよう つばさ さ むね そ

じめん た

どうしょく うえめ しろ

おな

スズメと同じくらい

オスは頭の上が灰色で、額、顔、喉、背、

翼が黒褐色、胸以下は赤橙色。メスは

頭から上面が灰褐色で下面は淡褐色。

全長約15cm

つばさ こっかっしょく むね    いか あかだいだいいろ

かめんあたま じょうめん はいかっしょく たんかっしょく

はいいろうえ ひたい かおあたま せのど

おな

ム
ク
ド
リ
科

ヒ
タ
キ
科

あ
だ
ち
で

見
ら
れ
る
野
鳥
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ヒタキ科、スズメ科、セキレイ科

イソヒヨドリ

コサメビタキ

スズメ

ハクセキレイ

通年

ムクドリと同じくらい

オスは頭から胸、背からの上面、尾羽

は青色。下面は赤褐色。メスは全身灰

褐色で、上面には青みがある。

全長約25cm

むねあたま

かっしょく じょうめん あお

ぜんしん はいかめんあおいろ せきかっしょく

せ じょうめん おばね

おな

スズメと同じくらい

オス、メス同色。頭が暗い灰褐色で、

背以下の上面、腹から脇は灰色また

は灰褐色。

全長約13cm

せ　   いか じょうめん はら わき はいいろ

はいかっしょく

あたまどうしょく

おな

オス、メス同色。

頭と背は茶色で、顔と腹は白い。人の

住むところにはどこでも見られ、種子

などを食べる。

全長約14.5cm

す しゅし

た

ちゃいろあたま せ しろ ひとかお はら

どうしょく

ムクドリより小さい。

長い尾を上下に振る。オスの背は、

夏は黒くなる。主に川や海岸に住み、

昆虫などを食べる。

全長約21cm

くろなつ おも かわ かいがん す

こんちゅう た

じょうげおなが ふ せ

ちい

はいかっしょくくら

通年

通年
ヒ
タ
キ
科
・
ス
ズ
メ
科

セ
キ
レ
イ
科

あ
だ
ち
で

見
ら
れ
る
野
鳥

秋春
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セキレイ科、アトリ科

セグロセキレイ

タヒバリ
冬

カワラヒワ

シメ
冬

通年

ムクドリより小さい。

オス、メスほぼ同色。頭の上から体

の上面、胸にかけて黒色。尾は黒く、

外側が白い。濁った声で鳴く。

全長約21cm

どうしょく

じょうめん

そとがわ にご こえ なしろ

くろおくろいろむね

あたま うえ からだ

ちい

スズメと同じくらい

オス、メス同色。夏は頭から体の上面は

灰褐色、顎から下が淡い橙褐色。冬は額

から体の上面が褐色、顎から下が淡褐色。

全長約16cm

はいかっしょく あご した ふゆ ひたいとうかっしょくあわ

かっしょく あご した たんかっしょくじょうめんからだ

なつ からだあたま じょうめんどうしょく

おな

スズメと同じくらい

オスは顔が黒っぽく、頭は黄緑褐色。

背以下の上面、胸以下の下面は茶色

がかった緑色。メスは頭が灰褐色。

全長約14cm

せいか じょうめん むね いか かめん ちゃいろ

みどりいろ あたま はいかっしょく

あたまくろかお おうりょくかっしょく

おな

スズメより大きい

オスは眼先から顎が黒く、頭は淡い茶

褐色。メスはオスよりも褐色みが強く、

眼先から顎は灰黒色。嘴が太い。

全長約19cm

かっしょく かっしょく つよ

くちばしかいこくしょくあごめさき ふと

あごめさき くろ あたま ちゃあわ

おお

通年

セ
キ
レ
イ
科

ア
ト
リ
科

あ
だ
ち
で

見
ら
れ
る
野
鳥
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ホオジロ科

ホオジロ

アオジ

オオジュリン

通年

冬

冬

スズメと同じくらい

オス、メスほぼ同色。頭の上から体

の上面、胸にかけて茶褐色。眉斑・頬・

喉が白い。

全長約16cm

どうしょく

じょうめん

のど しろ

ほほびはんむね ちゃかっしょく

あたま うえ からだ

おな

スズメと同じくらい

オスは顔が黒く、頭の上から体の上

面は暗い灰緑色で、顎より下は黄色。

メスは頭の横の線が黒褐色。

全長約16cm

めん かいりょくしょくくら あご した きいろ

あたま よこ せん こっかっしょく

あたま うえ じょうからだくろかお

おな

スズメと同じくらい

オスは夏は頭、顎から胸は黒色で、

首回りから下面は白い。メスは頭か

ら体の上面が淡い褐色。

全長約16cm

くびまわ かめん しろ あたま

からだ あわじょうめん かっしょく

なつ あたま くろいろむねあご

おな

ホ
オ
ジ
ロ
科

あ
だ
ち
で

見
ら
れ
る
野
鳥

足立区のホームページから「足立区野鳥生息調査報告書」「動画：あ

だちの野鳥（動画配信サイトへリンク）」などを見ることができます。

※本冊子では平成 22 年度から令和元年度までの 10 年間の調査

で 5 年連続して確認できた野鳥のみを掲載しています。

足立区の野鳥についてもっと知りたい人は
あだちく

あだちく

やちょう みどうがはいしん

ほんさっし

ねんれんぞく かくにん けいさいやちょう

へいせい ねんど れいわがんねんど ねんかん ちょうさ

どうがあだちくやちょうせいそくちょうさほうこくしょ

やちょう し ひと
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さくいん

アオサギ

アオジ

イソシギ            

イソヒヨドリ

イワツバメ

ウグイス

ウミネコ

オオジュリン

オオセグロカモメ

オオタカ

オオバン

オオヨシキリ

オナガ

オナガガモ

カイツブリ

カモメ

カルガモ

カワウ

カワセミ

カワラヒワ

カンムリカイツブリ

キジバト

キンクロハジロ

コアジサシ

ゴイサギ

コガモ

コゲラ

コサギ

コサメビタキ

コチドリ

シジュウカラ

16

28

18

26

23

24

19

28
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24

22

14

15

19

13

15

21

27

15

15

14

20

16

14

21

16

26

17

22

シメ

ジョウビタキ

シロハラ

スズメ

セグロカモメ

セグロセキレイ

セッカ

ダイサギ

タシギ

タヒバリ

チュウシャクシギ

チョウゲンボウ

ツグミ

ツバメ

ツミ

トビ

ハクセキレイ

ハシビロガモ

ハシブトガラス

ハシボソガラス

バン

ヒドリガモ

ヒバリ

ヒヨドリ

ホオジロ

ホシハジロ

マガモ

ムクドリ

メジロ

メダイチドリ

モズ

ユリカモメ
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25        

25

26
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27

24

16
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27
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21

25

23

20

20

26

13

22

22

17
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23

23

28

14

13

25

24

17

21
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さ
く
い
ん

●写真協力：鈴木清文 / 鈴木操 / 渡辺浩 ( 敬称略、順不同 )
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